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当社は普通鋼厚板の製造で培った精練、鋳造、圧延、熱処理、精整、検査

等の技術をベースとして、ステンレス鋼板およびクラッド鋼板の分野におい

ても高度な技術を確立しております。 

精練炉、溶体化熱処理炉、クラッド鋼板用スラブ組立て溶接設備、自動研

磨装置等高性能設備をそろえ、高度の品質設計・操業管理・品質管理の下に

高品質のステンレス鋼板とクラッド鋼板を大量に製造・納入し、お客様から

高い評価を戴いて参りました。 

このカタログはJFEスチールのステンレス鋼板およびクラッド鋼板のカタ

ログ、技術資料等からケミカルタンカー用途に関する部分を抜粋・追補して

まとめたものです。 

はじめに 

優れた品質 

豊富なサイズ 

迅速、確実な納期対応 

高い均質性と清浄性 

広幅、長尺鋼板の製造が可能 

優れた耐食性 

良好な外観、形状 

高い接合特性（クラッド鋼板の場合） 

●詳細は下記カタログをご参照下さい。 

　JFEカタログ「ステンレス厚鋼板」 

　JFEカタログ「クラッド厚鋼板」 

●クラッド鋼板の加工・溶接に関しては 

　上記JFEカタログ「クラッド厚鋼板」の他に 

　日本高圧力技術協会　HPIS D 105「ステンレスクラッド鋼板加工の技術指針」 

　を参照されることをお勧めします。 

●積荷となる化学製品のステンレスに対する耐食性データについては、危険化学品のばら積運送

に関する国際規則（IBCコード）、米国腐食技術者協会NACEのデータベース等がありますので

ご相談下さい。 

 JFEスチールのステンレス鋼板と 
ステンレスクラッド鋼板の特徴 
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ステンレス鋼板 

クラッド鋼板 

ト
　
　
ン 
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ケミカルタンカー用ステンレス鋼板とクラッド鋼板の受注実績は着実に増

加しつつあり、1985年から2002年までのケミカルタンカー用鋼板の累

計受注量はステンレス鋼板とクラッド鋼板を合わせて7万トンを超えました。 

1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002

受注量推移 



 ケミカルタンカー用ステンレス厚鋼板の製造品種 
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（mm） 

（%） 

 
規　格

 
プロセス

   船級協会 

   NK LR DNV BV CR 

304  ST 55    55 

304Mod TMCP 55    55 

304L ST 55 55 55  55 

304LMod  TMCP 55  55  55 

304LN  ST  55 

309S ST 55 

310S ST 55 

316  ST 55    55 

316Mod TMCP 55    55 

316L ST 55 55 55 40 55 

316LMod  TMCP 55  55  55 

316LN  ST 55 55 55 

317  ST 55 

317L ST 55 55 55 

317LMod  TMCP 30  55 

317LN  ST 55 55  30 

321  ST   55  55 

347  ST   55  55

 規　格 C Si Mn P S Ni Cr Mo その他 

304  ≦0.08 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.040 ≦0.030 8.00～10.50 18.00～20.00 ─ ─ 

304L ≦0.030 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.040 ≦0.030 9.00～13.00 18.00～20.00 ─ ─ 

316  ≦0.08 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.040 ≦0.030 10.00～14.00 16.00～18.00 2.00～3.00 ─ 

316L ≦0.030 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.040 ≦0.030 12.00～15.00 16.00～18.00 2.00～3.00 ─ 

316LN  ≦0.030 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.040 ≦0.030 10.50～14.50 16.50～18.50 2.00～3.00 N:0.12～0.22 

317  ≦0.08 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.040 ≦0.030 11.00～15.00 18.00～20.00 3.00～4.00 ─ 

317L ≦0.030 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.040 ≦0.030 11.00～15.00 18.00～20.00 3.00～4.00 ─ 

317LN  ≦0.030 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.040 ≦0.030 11.00～15.00 18.00～20.00 3.00～4.00 N:0.12～0.22 

321  ≦0.08 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.040 ≦0.030 9.00～13.00 17.00～19.00 ─ Ti≧5×C 

347  ≦0.08 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.040 ≦0.030 9.00～13.00 17.00～19.00 ─ Nb≧10×C

 規　格
 引張試験 硬さ試験 

 0.2%耐力N/mm2 引張強さN/mm2 伸び% Hb Hrb Hv 

304  ≧205＊  ≧520  ≧40 ≦187  ≦90 ≦200 

304L ≧175＊  ≧480  ≧40 ≦187  ≦90 ≦200 

316  ≧205＊  ≧520  ≧40 ≦187  ≦90 ≦200 

316L ≧175＊  ≧480  ≧40 ≦187  ≦90 ≦200 

316LN  ≧245＊＊  ≧540  ≧40 ≦217  ≦95 ≦220 

317  ≧205  ≧520  ≧40 ≦187  ≦90 ≦200 

317L ≧175  ≧480  ≧40 ≦187  ≦90 ≦200 

317LN  ≧245  ≧550  ≧40 ≦217  ≦95 ≦220 

321  ≧205  ≧520  ≧40 ≦187  ≦90 ≦200 

347  ≧205  ≧520  ≧40 ≦187  ≦90 ≦200

ST：Solution Heat Treatment 
 （溶体化熱処理） 

TMCP：Thermo-Mechanical 
 Control Process 
 （熱加工制御） 

船級協会によっては条件が付いているものも 
あります。 

＊ ご指定により0.2%耐力235N/mm2以上の保証も可能です。 
＊＊ ご指定により0.2%耐力315N/mm2以上の保証も可能です。（P7参照） 

ステンレス厚鋼板の船級承認最大厚 

ステンレス厚鋼板の化学成分（日本海事協会の場合） 

ステンレス厚鋼板の機械的性質（日本海事協会の場合） 
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オーステナイト系ステンレス鋼の製造可能寸法（304、304L、321、347） 

幅（mm） 

厚さ（mm） 

1000 
 

1199

〜 

1200 
 

1600

〜 

1601 
 

1800

〜 

1801 
 

2000

〜 

2001 
 

2200

〜 

2201 
 

2400

〜 

2401 
 

2600

〜 

2601 
 

2800

〜 

2801 
 

3000

〜 

3001 
 

3200

〜 

3201 
 

3400

〜 

3401 
 

3600

〜 

3601 
 

3800

〜 

3801 
 

4000

〜 

  6.0～  6.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  7.0～  7.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  8.0～  8.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  9.0～34.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 13.0 12.4 11.7 

35.0～39.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.8 12.1 11.4 10.8 10.3 

40.0～49.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.6 11.7 11.0 10.3 9.7 9.1 8.6 8.2 

50.0～55.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.4 11.4 10.5 9.8 9.1 8.6 8.0 7.6 7.2 6.8

幅（mm） 

厚さ（mm） 

1000 
 

1199

〜 

1200 
 

1600

〜 

1601 
 

1800

〜 

1801 
 

2000

〜 

2001 
 

2200

〜 

2201 
 

2400

〜 

2401 
 

2600

〜 

2601 
 

2800

〜 

2801 
 

3000

〜 

3001 
 

3200

〜 

3201 
 

3400

〜 

3401 
 

3600

〜 

3601 
 

3800

〜 

3801 
 

4000

〜 

  6.0～  6.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  7.0～  7.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  8.0～  8.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  9.0～34.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.9 12.3 11.6 

35.0～39.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.7 12.0 11.3 10.7 10.2 

40.0～49.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.5 11.6 10.9 10.2 9.6 9.0 8.6 8.1 

50.0～55.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.3 11.3 10.4 9.7 9.0 8.5 8.0 7.5 7.1 6.8

オーステナイト系ステンレス鋼の製造可能寸法（316、316L） 

オーステナイト系ステンレス鋼の製造可能寸法（317、317L） 

幅（mm） 

厚さ（mm） 

1000 
 

1199

〜 

1200 
 

1600

〜 

1601 
 

1800

〜 

1801 
 

2000

〜 

2001 
 

2200

〜 

2201 
 

2400

〜 

2401 
 

2600

〜 

2601 
 

2800

〜 

2801 
 

3000

〜 

3001 
 

3200

〜 

3201 
 

3400

〜 

3401 
 

3600

〜 

3601 
 

3800

〜 

3801 
 

4000

〜 

  6.0～  6.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  7.0～  7.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  8.0～  8.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  9.0～10.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

10.1～39.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.8 12.1 11.4 10.8 10.3 

40.0～49.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.6 11.7 11.0 10.3 9.7 9.1 8.6 8.2 

50.0～55.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.4 11.4 10.5 9.8 9.1 8.6 8.0 7.6 7.2 6.8

 ケミカルタンカー用ステンレス厚鋼板の製造品種 

ステンレス厚鋼板の製造可能範囲 
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オーステナイト系ステンレス鋼の製造可能寸法（309S、310S） 

幅（mm） 

厚さ（mm） 

1000 
 

1600

〜 

1601 
 

1800

〜 

1801 
 

2000

〜 

2001 
 

2200

〜 

2201 
 

2400

〜 

2401 
 

2600

〜 

2601 
 

2800

〜 

2801 
 

3000

〜 

3001 
 

3200

〜 

3201 
 

3400

〜 

3401 
 

3600

〜 

3601 
 

3800

〜 

3801 
 

4000

〜 

  6.0～  6.9 14.0 14.0 14.0 

  7.0～  7.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  8.0～  8.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

  9.0～  9.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

10.0～19.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

20.0～29.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 

30.0～34.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 13.0 12.3 11.7 

35.0～39.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.7 12.0 11.3 10.7 10.2 

40.0～49.9 14.0 14.0 14.0 14.0 14.0 12.6 11.7 10.9 10.2 9.6 9.1 8.6 8.2

幅（mm） 

厚さ（mm） 

1000 
 

1199

〜 

1200 
 

1400

〜 

1401 
 

1600

〜 

1601 
 

1800

〜 

1801 
 

2000

〜 

2001 
 

2200

〜 

2201 
 

2400

〜 

2401 
 

2600

〜 

2601 
 

2800

〜 

2801 
 

3000

〜 

3001 
 

3200

〜 

3201 
 

3400

〜 

3401 
 

3600

〜 

3601 
 

3800

〜 

  6.0～  6.9 

  7.0～  7.9 

  8.0～  8.9 

  9.0～11.9 

12.0～15.9 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 

16.0～19.9 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 11.0 10.0 

20.0～24.9 12.0 12.0 12.0 12.0 12.0 11.0 10.0 9.0 9.0 8.0 

25.0～29.9 12.0 12.0 12.0 11.0 10.0 9.0 8.0 8.0 7.0 7.0 

30.0～39.9 12.0 11.0 9.0 8.0 7.0 7.0 6.0 6.0 

40.0～49.9 10.0 9.0 7.0 7.0 6.0 

50.0～55.0

オーステナイト系ステンレス鋼の製造可能寸法（316LN） 

備考 1. 表中の数字は最大長さ（m）を示します。 
 2. 最大商品重量は13トンです。 
 3. 最小商品寸法は1000x2000mmです。 
 4. TMCP型は板厚20mm以上となります。 

製造不可 協議範囲 



 ステンレス厚鋼板の品質 

表面仕上げ 
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KSUS316L

12

2345 AB123  1
S T A I N L E S S  S T E E L

2450 8430

NO.  1

表面を耐水性ダンボール紙で覆って納入します。 

鋼板表面のコーナー部2箇所にスタンプで表示します。 

特にご指定がない限り、No.1仕上げとします。 

No.1仕上げ：熱間圧延後、熱処理、酸洗又はこれに準じる処理を行って仕上げたもの 

外観例 

社章、製鉄所マーク 

表面仕上げ 

規　格 

板　番 鋼　番 

船級マーク 

寸　法 

表示例 

表　　示 

梱　　包 



 高耐力タイプSUS316LN厚鋼板 

機械的性質の実績 

化学成分例 
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〜 〜 〜 〜 

近年、船体軽量化のため、素材の高強度化が要望されています。 

そこで、当社では市場ニーズに応えるため、315N/mm2以上

の耐力を保証可能なSUS316LNを開発しました。 

尚、本鋼材は通常のSUS316LNに比べて、耐孔食性を向上さ

せるモリブデン、窒素を多く添加しており、耐食性にも有利な

成分設計になっています。 

 C Si Mn P S Ni Cr Mo N 

 0.023 0.48 0.80 0.028 0.001 10.75 17.46 2.90 0.14

（%） 

お願い：寸法に関しては、ご注文時にご相談ください。 

50 
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0
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10 

0
245～ 315～ 335～ 355～ 375～ 550～ 600～ 620～ 640～ 660～ 

耐力（N/mm2） 

伸び（%） 

NK船級規格≧245

AVE=342 
σ=10.9 
N=290

相
対
頻
度
（
%
）
 

70 
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50 

40 

30 

20 

10 

0

相
対
頻
度
（
%
）
 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0

相
対
頻
度
（
%
）
 

引張強さ（N/mm2） 

NK船級規格≧550

AVE=644 
σ=10.1 
N=290

相
対
頻
度
（
%
）
 

45～ 40～ 35～ 50～ 55～ 60～ 65～ 

NK船級規格≧35

AVE=54.8 
σ=2.4 
N=290

130～ 140～ 150～ 160～ 170～ 180～ 190～ 200～ 210～ 220～ 

硬さHB

NK船級規格≦217

AVE=178 
σ=5.2 
N=290
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ステンレスクラッド鋼板の製造工程の例を示します。 

高炉 

溶銑 

予備処理 

転炉 

取鍋精錬 

スクラップ 

電気炉 

造塊 

均熱炉 
・ 

加熱炉 

AP PI

RH

VAD VOD

剥離 
粗切断 

材料試験 

矯正 試験材切断 
製品切断 

超音波探傷 

母材表面手入 表示 

連続鋳造機 

母材スラブ 

プレートミル 

表面仕上 

母材素材 

分塊圧延機 

ステンレススラブ 

加熱炉 

プレートミル 

表面仕上 

ステンレス素材 

熱処理 

熱間圧延 電子ビーム溶接 

ステンレス面仕上手入 

検査 
（外観・寸法） 

梱包 

出荷 

加熱炉 

母　材 

合せ材 

クラッド鋼板 

凡
　
例 

 製造工程 

製　銑 製　錬 鋳　造 

圧　延 スラブ組立 

精　整 



 ケミカルタンカー用クラッド鋼板の製造品種 
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合せ材および最大全厚 

 合せ材規格
 船級協会 

 NK LR DNV  AB 

304  50 

304L 50 

309S 50 

310S 50 

316  50 

316L 50 

316LN  50 

317  50 

317L 50 

317LN 50 

321 

347

AB船級の場合は（25+3）mmが最大です。 
母材：造船軟鋼（A、B、D、E級鋼等） 
 造船YP32、36（A、D、E級鋼等） 

1000 
 

1500

〜 

1501 
 

1800

〜 

1801 
 

2000

〜 

2001 
 

2200

〜 

2201 
 

2400

〜 

2401 
 

2600

〜 

2601 
 

2800

〜 

2801 
 

3000

〜 

3001 
 

3200

〜 

3201 
 

3400

〜 

3401 
 

3600

〜 

3601 
 

3800

〜 

3801 
 

4000

〜 

4001 
 

4200

〜 

4201 
 

5000

〜 

全　　厚 
（母材厚+合せ材厚） 

（mm） 

合せ材厚 
（mm） 

各商品幅（mm）に対する最大商品長さ（m） 

最
小 

最
大 

6.0～8.0 

8.1～10.0 

10.1～12.0 

12.1～16.0 

16.1～18.0 

18.1～20.0 

20.1～22.0 

22.1～24.0 

24.1～26.0 

26.1～28.0 

28.1～30.0 

30.1～32.0 

32.1～34.0 

34.1～36.0 

36.1～38.0 

38.1～40.0 

40.1～50.0

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.0 

2.5 

3.0

3.0 

4.0 

5.0 

6.0 

6.0 

6.0 

6.0 

6.0 

7.0 

7.0 

7.0 

8.0 

8.0 

8.0 

8.0 

8.0 

8.0

13 

15 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

16 

15 

14 

14 

14 

14

13 

15 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

17 

16 

15 

14 

14 

14 

14

13 

15 

17 

17 

17 

17 

17 

17 
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11

数字は全厚（母材厚＋合せ材厚）の最大値（mm） 

・長さ14m超は事前に御相談下さい。 
・最小商品寸法は1000mm×3000mmです。 
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ステンレスクラッド鋼板の船級承認範囲 

ステンレスクラッド鋼板の製造可能範囲 
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母　材 

接合界面 

マクロ組織 ミクロ組織 

合せ材 

100μｍ 

剪断強さ 

対 象 材：ケミカルタンカー用ステンレスクラッド鋼板（合せ材304、304L、316、316L） 
試験方法：JIS G0601「クラッド鋼の試験方法」 
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 ステンレスクラッド鋼板の品質 

接合特性 
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接合界面の耐剥離性を評価するために下に示す十字溶接継手

を作成し、これより接合面が平行部の中心になるように板厚

方向の丸棒引張試験片を作成しました。 

その結果、十分に高い強度と絞りが得られております。 

破断位置はすべて炭素鋼母材部でした。 

十字溶接継手のマクロ組織 十字溶接継手からの板厚方向引張試験片作成要領 

ステンレス鋼板 

クラッド鋼板 

炭素鋼鋼板 

2cm

ステンレス鋼板 

φ12.5

φ25

φ28

1
2
.5

3
91
2

クラッド鋼板 

R25

炭素鋼鋼板 

試験項目および条件 

孔食試験　JIS G0578 
塩化第二鉄浸漬 
10%FeCl3･6H2O+1/2NHCl 
50℃、24h（g/m2･h） 

クラッド鋼板 

KAM+KSUS316L相当　（9+3）mm

比較材 

溶体化熱処理 

粒界腐食試験　JIS G0575 
ストラウス試験 
沸騰H2SO4-CuSO4溶液 
16h浸漬後　1t曲げ 

SCC試験 
U曲げ法 
沸騰20%NaCl溶液 
500h浸漬後　8t曲げ 

27.1 平　均 
割れなし

 
割れなし

 

24.1 25.6

23.5 平　均 
割れなし

 
割れなし

 

25.4 24.4

KA＋317LKA＋316L

板厚方向引張試験後の外観（炭素鋼とステンレスの識別が出来るように腐食） 

700 
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400 

300

70 

60 

50

引
張
強
さ
　
N
/m
m
2

板厚方向引張試験の引張強さと絞り 

絞
　
り
　
%

R.T

KA＋316L KA＋317L

0℃ R.T 0℃ 

引張強さ 絞り 

 ステンレスクラッド鋼板の品質 

十字溶接継手の板厚方向特性 

耐食性 
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梱　　包 

試験および検査 

表　　示 

特にご指定がない限り、合せ材面は80番研磨仕上げとし、母材面は圧延ままの黒皮

スケール肌とします。母材面のショットブラスト＋プライマ塗料塗布も可能です。 

（1）化学成分：母材、合せ材の各規格によります。 

（2）機械的性質 

クラッド鋼板の機械的性質 

（3）超音波探傷試験：JIS G0601「クラッド鋼の試験方法」に準じて製品毎実施します。 

（4）寸法測定：製品毎に全厚、合せ材厚、幅、長を測定します。 

合せ材表面を耐水性ダンボール紙で覆って納入します。 

梱包上にも板番とサイズを表示します。 

母材表面に刻印と吹付けで1箇所ずつ表示を行います。 

刻 印 項 目：JFEスチール社章、年度、板番、船級刻印 

吹付け項目：JFEスチール社章、板番、規格、サイズ、鋼番等 

引張試験 

0.2%耐力 
N/mm2

引張強さ 
N/mm2

伸　　び 
%

衝撃試験 
剪断強さ 
N/mm2

≧235 右式による 母材規格による 母材規格による ≧200 引張強さ（TS）≧
　母材TS下限値×母材厚＋合せ材TS下限値×合せ材 

 母材厚＋合せ材厚 

梱包後の外観例 

母材厚は全厚実測値－合せ材厚実測値として求めます。 

合せ材厚
 －側　合せ材規格による 

 ＋側　規定しない 

母 材 厚
 －側　母材規格による 

 ＋側　規定しない 

全　　厚
 －側　母材の（－）側許容差＋合せ材（－）側許容差 

 ＋側　全厚を呼称厚とした時のJIS G3103の（＋）側許容差＋上乗せ代（1～2mm） 

幅、 長 母材規格による 

平 坦 度 全厚を呼称厚としてJIS G 3193による 

（5）検査証明書：母材の化学成分、合せ材の化学成分、クラッド製品としての機械試験結果、 

 超音波探傷結果等を記載します。 

NK船級の場合 

表面仕上げ 



お客様へのご注意とお願い 
本力タログに記載された特性値等の技術情報は、規格値を除き何ら保証を意味するものではありません。 

本力タログ記載の製品は、使用目的・使用条件等によっては記載した内容と異なる性能・性質を示すことがあります。 

本力タログ記載の技術情報を誤って使用したこと等により発生した損害につきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。 

Cat.No.C1J-020-00

このカタログは再生紙を使用しています。 

海外事務所 ニューヨーク、ヒューストン、バンクーバー、シドニー、ブラジル、ロンドン、シンガポール、マレーシア、バンコック、 
ジャ力ルタ、マニラ、ソウル、北京、上海、広州、香港 
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FAX  017(777)7104
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FAX  098(868)5458
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